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充実した時間が 熱中する姿が

子供たちの豊かな未来をつくる。

私たちにできること。

子供たちとできること。

楽しく学びのある『たのまな』の実現



近年の研究の流れ

2016～ アクティブラーニング時代の授業づくり

2020～ 自分らしく未来を生きる力を育む授業づくり

2023～ 子供たちの内面を『豊か』にする音楽・図画工作/
  美術・体育/保健体育の授業づくり

・刻々と変わる予測が難しい社会で、自分らしく、豊かに生きるため
どんな学びを提供できるかを考え昨年度から教育課程を更新。

・音楽・図画工作/美術・体育/保健体育を重視した教育課程に合わせた研究をスタート。

・自分の「思い」を純粋に直感的に表現できる音・美・体ならば、
内面の変化を捉えやすい。

・音・美・体は「生涯学習」という視点からも重要な教科。

それらを充実させることは、子供の内面や生活の充実を図ることにつながる。

・音・美・体での経験が、自己形成や自己実現に寄与する。

自分らしく
未来を生きる、

豊かに生きるために、
音・美・体から
始めよう。



【運動】

感覚の意味付け

(気持ち・感情etc)

知覚

心の中のイメージ

置換え（言葉 数字）

表象

知識の枠組み・構造

概念

（昨年）作品制作

体を動かす 話す

表現

視覚・聴覚・触覚

味覚・嗅覚・体性感覚

感覚

音楽

図工
体育 国語

算数

【認知】

自分の思いをより純粋に、直感的に表現できる 内面の変化を捉えやすい

Q どうして 音・美・体 なの？

A 「認知」よりも前の段階にアプローチできるから。



【運動】

感覚の意味付け

(気持ち・感情etc)

知覚

心の中のイメージ

置換え（言葉 数字）

表象

知識の枠組み・構造

概念

（昨年）作品制作

体を動かす 話す

表現

視覚・聴覚・触覚

味覚・嗅覚・体性感覚

感覚

【認知】

1年次の研究（小学部・図工）成果①
授業の視点を変えた（作品の完成ではなく、制作過程に着目する）ことで
・児童が自分のやりたいことができる、自由度の高い活動 授業への意欲up
・児童がやりたい感覚刺激の遊びを通して、感覚・知覚の段階にアプローチ
感覚・知覚の段階の経験が、その後の認知（表象等）の段階に効いてくる可能性

1年次の研究（小学部・図工）成果②

Q １年目の図画工作はどうだったの？

場所・素材準備 素材と関わりながら、
自由に遊ぶ

屋外

粘土

土・草木

図工 授業（造形遊び）

広い場所

作品

（残ったもの）

感覚・知覚へアプローチ



Q １年目の図画工作はどうだったの？

1年次の研究（小学部・図工）成果②

自由度の高い授業を行うための指導案（増えていく指導案）を提案できた。

学んでほしいことと児童の取り組んだことを可視化して整理できる

児童の活動に合わせて目標が後付けされる





単元名：ねんどとわたし （造形あそびに分類される活動） 小学部高ブロック 図画工作科 学習指導案 ２

単元
目標

知識及び技能 思考力 判断力 表現力 学びに向かう人間性等

■土粘土の感触や特徴に気付く。
■粘土の扱い方が分かる。
■道具が使える。

■やってみたいアイディアをもつ。
■アイディアに合わせた活動をする。
■自分で見直したり、他の人の助言からｱｸｼｮﾝをしたり
する。

■自分のやってみたいことに向かう。
■自分の活動、友達の活動の良さを見付ける。
■楽しかった、工夫したなど自分なりに表現する。

ポイント（色・形、図工として）

感触 可塑性

制作物の特徴

好きな遊びに夢中

道具を使う

自分のアイディアをもって
取り組む

友達の活動を見る

楽しかったことを伝える

水で柔らか→形変え易い

乾くと硬く

ちぎって細かく

集めて大きく くっつける

水で柔らかく

見立て遊び

粘土を使い人と関わる

水に落として跳ねる

乗る 削る 穴を開ける

何かに見える（見立て）

小さい 大きい

べちょべちょ べたべた
くっつくぐにゃ

冷たい

投げる 体に塗る

食べる（ふり）

へら ぼう（割り箸）

ローラー
あとをつける 突き刺す

バケツ（水）

友達と同じように見立てる

腕 手のひらで押す
指（押す、こそげ取る）

脚 足

足裏（踏む）

柔らかさを予想し粘土に
触る力を加減

細く伸ばす

道具であとを付ける 穴を開ける

自由だからこそ分からない！
何する？何つくる？ 丸める

模様 足・指のあと 穴のあと

児童の取り組み方で変わる
触りたくない→道具で穴

消極的→小さいもの？
積極的→大きい たくさん

ちいさいもある

無言（真剣） 手本をじっと見る

引き気味（汚れる、「やばい」）

どうしたらいいか分からない

友達の様子を見てしゃべる

自分から取り組む
何してよいか
キョロキョロ

教師と話してアイディアが出る

はじっこに行き自分の世界

友達の活動をのぞきに行く

友達のまね

自分はやりたくないが、友達の行動を見て笑う

活動にまじる

「あー楽しかった」

「今度はゴジラ作りたい」
固い

ポロポロ

ひびがふさがる

みんなで作る

型

スプーン

「○○ができた」

「またやりたい」

一緒に何かを作る

気に入った制作物を持ち歩く

「みんなで○○しようよ」

友達の作った粘土の島に乗る

爪

つるつる

つまむ にぎる

文字

粘土を組み合わせる

「○○をやってみたい」

「○○を作って」

叩き付ける

型を押し付ける

文字を作る

友達に触ってほしくない

「あと○分しかできない！」

切る

削り取る
穴をあける

表面をならす

水につける

①教師がやってみて
②授業をしながら
「感触」の中でも

どんなもの？
具体的な下位項目が
増えていく。

児童がポイントに
どれだけ近づいた
のか可視化できる。

単元目標から「色・形、図工として」のポイントを設定



「ねんどとわたし」授業の見方

単
元
目
標

知識及び技能 思考力 判断力 表現力 学びに向かう人間性等

■土粘土の感触や特徴に気付く。
■粘土の扱い方が分かる。
■道具が使える。

■やってみたいアイディアをもつ。
■アイディアに合わせた活動をする。
■自分で見直す、助言からｱｸｼｮﾝする。

■自分のやってみたいことに向かう。
■自分の活動、友達の活動の良さを見付ける。
■楽しかった、工夫したなど自分なりに表現する。

ポイント（色・形、図工として）

授業
日

活動記録

11月
16日

ちぎり直径３ｃｍ球/Jから粘土もらいドア
付近で一人棒状→円をずらしうんち
何作ってる？→コロコロうんち/くしが欲
しい→ない、切り糸渡す→違う様子

11月
29日

大きな粘土に乗り足踏み平らに/爪で
引っ掻き模様、自分から活動
前回道具を要求、今回許可→割りばしの
側面押し付け模様

12月
 6日

自分の世界/テーブル使う/棒状→ドーナ
ツ 教師に見せる
集中で教師が声を掛けるべきか迷い、近
くで粘土制作

12月
11日

終了間際教師が余り粘土を直方体→教
師が離れた後まね
Lのケーキ発言を聞き生クリームやメリー
クリスマスのプレートを作る

12月
20日

道具の中からローラーを選び、粘土の
塊に当て続ける/ひび割れがなくなる
まで続け、「何を作っているの？」⇒
「石」と答える

1月
10日

ローラー使いきれいに整える/平べっ
たい四角形粘土に球の粘土を乗せ眺め
る/時間が経つと粘土を崩し成型する
ところから始める

1月
17日

教師が用意した立方体の塊をローラー
で整える/平べったい円形粘土に親指
を押し当てる/円形粘土を立方体粘土
に乗せローラーで接着面を整える

N

N
さん

※学習してほしいと考えていたポイントに、児童の活動が近付いた！

感触 可塑性

制作物の特徴

好きな遊びに夢中

自分のアイディアを
もって取り組む

楽しかった
ことを伝える

水で柔らか→形変え易い

乾くと硬く

ちぎって細かく

集めて大きく くっつける

水で柔らかく

見立て遊び

粘土を使い人と関わる

水に落として跳ねる

乗る 削る 穴を開ける

何かに見える（見立て）

小さい 大きい

べちょべちょ べたべた
くっつくぐにゃ

冷たい

腕
手のひらで押す
指（押す、こそげ取る）

脚 足

足裏（踏む）

柔らかさを予想し粘土に
触る力を加減

細く伸ばす

道具であとを付ける

自由だからこそ分からない！
何する？何つくる？ 丸める

模様 足・指のあと 穴のあと

児童の取り組み方で変わる
触りたくない→道具で穴
消極的→小さいもの？ 積極的→大きい たくさん

小さいもある

無言（真剣）
手本をじっと見る

引き気味（汚れる、「やばい」）

友達の様子を見てしゃべる

自分から取り組む何してよいか
キョロキョロ

教師と話してアイディアが出る

はじっこに行き自分の世界

「あー楽しかった」

「今度はゴジラ作りたい」

穴を開ける

「○○ができた」

「またやりたい」
友達に触ってほしくない

気に入った制作物を持ち歩く

どうしたらいいか分からない

「○○をやってみたい」

「○○を作って」

「みんなで○○しようよ」

文字

粘土を組み合わせる

叩き付ける

文字を作る

型を押し付ける

ひびがふさがる

固い

ポロポロ
つるつる

つまむ
にぎる

爪

みんなで作る

「あと○分しかできない！」

道具を使う

へら ぼう（割り箸）

あとをつける 突き刺す
バケツ（水）

型

スプーン

ローラー

切る
削り取る

穴をあける 表面をならす

友達の活動を見る

友達の活動をのぞきに行く

自分はやりたくないが、友達の行動を見て笑う

一緒に何かを作る

食べる（ふり）友達の作った粘土の島に乗る

投げる 体に塗る

友達と同じように見立てる

友達のまね活動にまじる
こ
う
い
う
流
れ
で
こ
れ
ま
で
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
…

自分のやりたいことがたくさんあるから、
おもいっきりやりたいな！
友達が作ったケーキを自分でもやってみたん
だ。友達の作った島にもこっそり
乗ってみたし…友達の作っているもの
もちょっと気になるなあ。

元々絵を描くことが大好きで、自分の
世界に入ってしまうけど、夢中になっていると
ころはそのまま集中させてあげたいな。友達の
やっていることにも興味がでてきたから、N君の
作品を称賛しながら友達に紹介するなど、友達

の作品を見る機会を作りたいな。

T

1回目

2

3

4

5

6

7

研究対象児としたNさんについての活動記録（右表）と、これまで接近した授業のポイント から、
①本時のNさんの活動を予想し、 ②Nさんに対する教師の支援について記載しています。



【運動】

感覚の意味付け

(気持ち・感情etc)

知覚

心の中のイメージ

置換え（言葉 数字）

表象

知識の枠組み・構造

概念

（昨年）作品制作

体を動かす 話す

表現

視覚・聴覚・触覚

味覚・嗅覚・体性感覚

感覚

【認知】体育/
保健体育

体つくり
器械

陸上

水泳

球技 ダンス

保健

楽しさ

ゲーム性 スポーツ

小学部 高等部中学部 卒業後

様々な運動の特性 価値

知識の枠組みを形成
図工との違いは？
領域がたくさん

共通点は？ ・魅力的な題材 やってみたい！ 夢中になっちゃう
目指す所は？ ・一生運動を楽しめる人「運動しようよ」 「いいね！」 楽しい！くやしい！…またやりたい！

・運動に関する 認知的な枠組みを作る 運動に対する良いイメージが知覚に作用する。

２年目の体育/保健体育はどう考えたの？

作 用

（体育科の見方・考え方）
運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に…

武道 理論



楽しさ

ゲーム性 スポーツ

小学部 高等部中学部 卒業後

様々な運動の特性 価値

知識の枠組の形成につながるよう、各段階で↓を意識した授業を！

私たちの目指す体育/保健体育を、どう実現するか。

体つくり

器械

陸上

水泳

球技 ダンス

保健

体育/保健体育
の領域

「やりたい！」夢中になる魅力的な教材・内容

こんな授業をしたい！！

発達段階や認知特性が一人ひとり異なる児童生

徒の学習記録や内面の変化が可視化されている

「体育」の授業者として知っておくべき

ポイントが共通理解されている

特別支援学校としての配慮がされている

（安全を担保したうえでの教材・場の設定）

これまでの知的障害児の体育授業づくりが、運動の「できる」や「できない」
という二者択一式の発想に陥りやすい危険性をはらんでいる (清野ら,2017)

武道

理論



学習指導要領（体育科）の領域目標

最終的に目指すところ。一つの単元で達成を目指すのではなく、
いくつかの単元を積み重ねてこの山の頂上にたどり着くイメージ。

単元目標

領域目標に向かって、今回の単元ではどこまで
のレベルを目標にするのかを一言で。山の中腹
につくった中継地点（道しるべ）のイメージ。

児童生徒を見取るための視点

体育授業の形成的評価票※長谷川ら(1995)
を参考に、小・中・高の各部で必要と思う
視点を盛り込み変更して活用。原著では子
供たちがこの項目で評価しているくらい具
体性があり、子供の姿を想起しやすい視点。

授業中の児童生徒の様子をこの視点で振り
返った時に、どんなエピソードがあったのかを記
録することで、単元目標に近づいているかどうか
を評価する。

発達段階や認知特性が一人ひとり異なる児童生

徒の学習記録や内面の変化が可視化されている

「体育」の授業者として知っておくべ

きポイントが共通理解されている



単元目標
領域目標に向かって、今回の単元では
どこまでのレベルを求めるか。
エピソードに伴い、「いろいろな歩き
方」の中でも、どんな歩き方？などの記
録を一言で付けて増やしていく。どんな
ことを学んでいったのかを可視化する。

領域目標×単元目標×児童の記録（実態として活用）
前ページの立体の図を平面にしたもの。本研究では児童の実態およ
び学習を進めていく際の記録として活用している。

領域目標
単元が含まれる体育科の領域目標。
単元を重ねて最終的に目指すところ。

児童生徒を見取る視点

この視点で児童の様子を振り返る。エ
ピソードがあれば記入。評価の際に記
録として用いることが可能。

発達段階や認知特性が一人ひとり異なる児童生

徒の学習記録や内面の変化が可視化されている



「やりたい！」夢中になる

魅力的な教材・内容

「体育」の授業者として知っておくべ

きポイントが共通理解されている

特別支援学校としての配慮がされている

（安全を担保したうえでの教材・場の設定）

指導案 展開部分

補足表記（展開右側）

「体育として」留意した点や、
特別支援学校の授業として、発達段階
を考えて工夫した点を補足として記載
する指導案とした。

【楽しい】 【体育】 【ゲーム性】

【ルール】 【価値】 【特別支援】

【安全管理】 ・・・

※工夫が端的に表現できるような
小見出しを【 】 で記入してから、
本文を書く。



協議で一緒にお話しさせていただきたいこと

Q 体を動かす（運動する）ことに夢中になり、
楽しいと感じる授業にするには？

Q 障害やそれに伴う特性を踏まえた、
特別支援学校ならではの体育の授業における留意点とは？

Q 体育における児童の内面をどう捉えるのか？

教材 場の設定 内容 準備 発達段階・・・様々な要因があると思います。

人数 場所 取り組み方の工夫 安全を確保しながら楽しい活動をするには？

昨年度から用いている「増えていく指導案」はどうか？ 内面をとらえる方法は？
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